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四
月
十
八
日
、
江
府
町
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
1
R
江
尾
駅
前
の
ち
ろ
り
ん
ハ
ウ
ス
に

併
設
し
、
商
工
業
の
研
修
施
設
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
、

商
工
お
よ
び
観
光
振
興
の
拠
点
と
し
て
総
事
業
費
四
千
五

百
十
万
五
千
円
を
か
け
て
整
備
し
た
施
設
で
す
。

五
月
一
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
て
、
観
光
情
報
の
発
信

・
案
内
及
び
物
産
の
販
売
を
行
な
い
ま
す
。

○
営
業
時
間
　
九
時
三
十
分
～
十
八
時

○
取
扱
商
品

奥
大
山
の
水
　
（
2
8
・
5
0
0
鵬
）

美
人
姉
妹
・
竹
炭
　
（
3
k
g
）

竹
酢
　
（
1
8
）
・
台
所
洗
剤
竹
ピ
カ

ト
イ
レ
洗
剤
竹
ト
レ
ピ
カ

○
連
絡
先

電
　
話
　
〇
八
五
九
・
七
五
⊥
ハ
〇
〇
七

F
A
X
　
〇
八
五
九
・
七
五
・
六
〇
〇
八

⑳

佐
川
地
内
の
江
府
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
に
地
域
特
産
品
施
設
　
「
み
ち
く

さ
」
が
五
月
二
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
、
地
域
情
報
の
交
換
や
特
産
品
を

販
売
し
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
て

整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
み
ち
く

さ
推
進
会
議
が
行
い
ま
す
。
こ
の
推
進

会
議
は
、
商
店
や
商
店
を
利
用
す
る
人

が
減
少
す
る
な
か
で
、
町
の
中
心
で
あ

る
江
尾
地
区
に
、
か
つ
て
の
活
気
を
と

り
戻
そ
う
と
、
特
産
市
を
行
な
っ
て
い

る
み
ち
く
さ
市
の
み
な
さ
ん
が
中
心
と

な
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

⑳
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⑥

あなたのまわりの
明るい話題あ知ら
せください。
総務課℡75－2211

江
府
町
と
岡
山
県
新
庄
村
の
県
境
に
位
置
す

る
毛
無
山
　
（
標
高
千
二
百
十
八
m
）
　
の
山
開
き

祭
が
、
み
ど
り
の
目
の
四
月
二
十
九
日
に
、
中

国
電
力
俣
野
川
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
展
望
駐
車
場
周

辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

登
山
道
入
口
に
関
係
者
や
登
山
愛
好
家
、
約

三
百
人
が
参
加
し
て
、
登
山
の
安
全
を
願
い
神

事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
早
速
登
山
を
始
め
、
紫

色
の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
カ
タ
ク
リ
を
眺
め

な
が
ら
、
約
一
時
間
三
十
分
か
け
て
山
頂
に
登

り
つ
め
ま
し
た
。
登
山
者
は
、
三
百
六
十
度
の

大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
景
色
に
、
気
分
爽
快
の

春
山
登
山
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

環
境
美
化
促
進
地
区

（
江
府
町
は
、
大
山
環

状
道
路
、
鍵
掛
峠
か
ら
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
付
近
）

で
、
環
境
美
化
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境

美
化
意
識
の
向
上
を
図
り
、
来
町
者
へ
「
自
然
と

ふ
れ
あ
う
輝
き
の
町
、

を
提
供
し
ま
す
。

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
」

四
月
二
十
七
日
、
江
府
町
愛
魚
会
（
藤

田
久
人
会
長
）
　
の
み
な
さ
ん
が
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
河
川
の
美
化

を
願
っ
て
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
ま
し
た
。

こ
ど
も
の
日
を
前
に
、
毎
年
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
今
年
も
久
連
橋
と
夜

振
橋
に
お
よ
そ
二
百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

が
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。

青
空
の
下
、
春
風
を
受
け
て
元
気
に

泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
は
、
行
き
交
う
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

江
府
町
内
に
お
い
て
、

産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
を

は
じ
め
町
内
外
者
の
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

防
止
を
図
り
ま
す
。
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識別￥つ　排・寅

甘
十
八
年
度
か

皇
筆
垂
芽
室
望
蛋
1

－
　
介
蚤
が
変
動
吻
翌
魅
た

介
護
保
険
料

◎
特
別
徴
収
の
例

（
第
三
段
階
の
人
）

4

介
護
保
険
制
度
で
は
、
第
一
号

被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
方
）

の
保
険
料
を
三
年
に
一
度
見
直
し

を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
平

成
十
五
年
度
が
そ
の
改
定
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
平
成
十
五
年
度
か

ら
十
七
年
度
ま
で
の
三
年
間
に
提

供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費

用
を
見
込
み
、
そ
の
保
険
給
付
に

要
す
る
費
用
の
約
十
八
％
を
江
府

町
の
第
一
号
被
保
険
者
の
人
数
で

割
っ
た
額
を
基
準
額
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。

①
　
平
成
十
二
年
度
～
十
四
年
度

ま
で
の
要
介
護
認
定
者
数
お

よ
び
介
護
給
付
費
が
、
計
画

を
大
き
く
上
回
り
保
険
料
収

入
が
不
足
し
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
基
金
か
ら
の
借
入
に

よ
り
不
足
分
を
補
て
ん
し
ま

し
た
。
こ
の
返
済
金
が
今
回

の
保
険
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

②
　
介
護
給
付
費
が
上
昇
す
る
見

込
み
で
す
。

③
　
第
一
号
被
保
険
者
の
負
担
率

が
十
七
％
か
ら
十
八
％
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

と
同
じ
よ
う
に
納
税
組
合
を
通
じ

て
、
六
月
か
ら
翌
年
の
一
月
ま
で

毎
月
納
め
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
十
八

万
円
以
上
の
方

年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。
前
年
度
か
ら
継
続
し

て
特
別
徴
収
の
人
は
、
二
月
に
特

別
徴
収
し
た
金
額
を
八
月
ま
で
仮

徴
収
し
、
残
り
を
十
月
以
降
に
本

徴
収
し
ま
す
の
で
十
月
以
降
高
額

と
な
り
ま
す
。

老
齢
・
退
職
年
金
が
年
額
十
八

万
円
未
満
の
方

役
場
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付

書
に
基
づ
い
て
個
別
（
普
通
徴
収
）

に
納
め
て
い
た
だ
き
、
納
税
組
合

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
税
金

⑬

区分 対　 象　 者

これまでの保険料
（平成12～14年度）

これからの保険料
（平成15－17年度）

年間保険料 年間保険料

第 1 段 階
住 民税 世帯 非課 税 の老 齢福 祉 年金

受給 者 及び 生活 保護 被 保護 者
13，8 0 0円 2 3，9 0 0 円

第 2 段 階 住 民税 世帯 全員 が 非課 税 2 0，7 0 0 円 3 5，9 0 0円

第 3 段 階 住 民税 本 人が 非課税 2 7，6 0 0 円 4 7，8 0 0円

第 4 段 階
住 民税 本 人課税 者 で所 得 金額 2 0 0

万 円未 満 ※
3 4，4 0 0 円 5 9，8 0 0 円

第 5 段 階
住 民税 本 人課税 者 で所 得 金額 2 0 0

万 円以 上 ※
4 1，2 0 0 円 7 1，7 0 0 円

平成14年度 平 成 1 5年度 （年 間4 7，8 0 0 円）

2 月 4 月 6 月 8 月 1 0 月 1 2 月 2 月

4，6 0 0 円 4 ，6 0 0 円 4，6 0 0 円 4，6 0 0 円 1 1，4 0 0円 1 1，3 0 0円 1 1，3 0 0円

※
　
平
成
十
四
年
度
ま
で
は
、
第
四
段
階
及
び

第
五
段
階
の
境
界
は
二
百
五
十
万
円
で
し

た
が
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
二
百
万
円
に

改
正
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
徴
収
の
人
で
も
個
別

納
付
（
普
通
徴
収
）
　
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一

度
普
通
徴
収
に
な
る
と
翌

年
度
の
十
月
ま
で
特
別
徴

収
で
き
ま
せ
ん
。
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平
成
十
五

住
民
検
診
の
実
施

毎
年
実
施
の
住
民
検
診
を
今
年

度
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

健
康
管
理
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
、
住
民
検

診
受
診
者
か
ら
、
検
診
料
の
自
己

負
担
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
対
象
年
齢
は
平
成
十
六
年
四
月

一
日
時
点
で
す
。
）

江
府
町
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
江
尾
駅
横
）
　
に
お
い
て
一
～
六

の
検
診
を
セ
ッ
ト
で
実
施
し
ま
す
。

一
基
本
健
診

身
体
計
測
・
血
圧
・
血
液
検

査
・
尿
検
査
・
心
電
図
検
査
を

し
ま
す
。

二
　
結
核
・
肺
が
ん
検
診

胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・

喀
疾
検
査
を
し
ま
す
。

三
　
大
腸
が
ん
検
診

一
回
の
便
か
ら
二
本
の
検
査

容
器
に
と
っ
て
潜
血
反
応
を
み

ま
す
。

⑳つ
い
て

四
　
胃
が
ん
検
診

胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
し

ま
す
。

五
　
骨
租
髭
症
検
診

骨
の
量
を
か
か
と
の
骨
か
ら

測
定
し
ま
す
。

六
　
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査

血
液
検
査
で
、
胃
粘
膜
状
態

を
み
ま
す
。

検
診
料
金

一
～
六
の
検
診
の
一
つ
で
も
、
全

部
で
も
受
診
さ
れ
る
と

一
律
　
五
〇
〇
円

（
た
だ
し
、
一
～
六
の
検
診
受
診

者
で
、
七
十
歳
以
上
、
及
び
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
で

す
）

（
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
、
及
び

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料

で
す
）

⑳

と
の
あ
る
方

三
　
現
在
妊
娠
中
の
方

四
　
過
去
3
年
以
内
に
国
保
事

業
で
受
け
た
こ
と
の
あ
る

方

受
診
病
院
　
日
野
病
院

受
診
期
間
　
平
成
十
五
年
七
月
～

十
二
月

（
月
～
金
曜
日
　
午
後
）

受
診
料
金

五
、
〇
〇
〇
円

日
野
病
院
、
博
愛
病
院
で
実
施

し
ま
す
。

検
診
料
金

検
診
を
受
診
さ
れ
る
と
…三

〇
〇
円

江
府
町
に
お
け
る
死
亡
の
状
況

を
見
る
と
表
の
と
お
り
で
す
。
脳

卒
中
に
よ
る
死
亡
は
、
減
少
傾
向

に
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脳
卒
中
の
発
症
は
多
く
、

寝
た
き
り
の
原
因
の
一
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
脳
卒
中
発
症
予
防

の
た
め
、
今
年
度
よ
り
、
脳
ド
ッ

ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
　
年
齢
三
十
五
才
～

六
十
才

受
診
で
き
な
い
万

一
　
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を

使
用
し
て
い
る
方

二
　
脳
外
科
手
術
を
う
け
た
こ

各
集
落
の
保
健
委
員
を
通
じ
て
、

検
診
の
取
り
ま
と
め
を
し
ま
し
た

が
、
今
後
検
診
を
希
望
さ
れ
ま
す

方
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
症
状
が
あ
れ
ば
脳
卒
中
が

疑
わ
れ
ま
す
。
早
め
に
医
療
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

一
　
突
然
、
激
し
い
頭
痛
と
吐
き

気
が
あ
る
。

二
　
朝
方
に
な
る
と
頭
痛
で
目
が

覚
め
る
。

三
　
手
足
の
し
び
れ
が
あ
る
。

四
　
一
時
的
に
手
足
の
力
が
抜
け

た
事
が
あ
る
。

五
　
物
が
二
重
に
見
え
る
。

六
　
頑
固
な
頭
痛
が
継
続
し
、
だ

ん
だ
ん
重
く
な
る
。

7

l l

16 l 8 】

4 10　 l 14

7 24 10

12 ■7、9 8 l 12

18 15 10

8　 仙 V、iン■‾、 7 11

l
l

◎
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麺酪≡．．…▼≡従
日本が戦後新しく生まれ変わったとき、何よりもまず国民の基本的人権の擁護と人権尊重思想の普及高揚

が強く求められ、基本的人権の尊重を基調とした日本国憲法が制定されました。

しかし、近年の人権状況をみますと、同和問題を始め、女性、子ども、高齢者、障害のある人、アイヌの

●人々、外国人、HIV感染者等、刑を終えて出所した人の問題、更には、インターネット、ファクシミリ通

信などの新しいメディアを利用した差別事象や、プライバシーの侵害の問題などが発生し、人権問題は多様

化しつつあります。

そこで、法務省と全国人権擁護委員連合会では、「人権の世紀」と言われる21世紀を迎えた今、すべて

の人々の人権が尊重される社会を実現するためには、私たち一人一人が身近な差別や偏見について考えるこ

とが必要であるという認識の下に、

（主題）　　「育てよう　一人一人の　人権意識」

（サブテーマ）一身近なことから人権を考えてみませんか－

⑳さま警護霊芝冨…慧≡∴生を送る上で、■最も大切な権利です。自分だけでなく、すべての人の人権が尊重
国の内外を問わず、人々がお互いに人権を守ることによって明るい社会をつくることが、私たちの願いで

す。

全国人権擁護委員会連合会では、6月1日を『人権擁護委員の日』と定め、この日を中心として皆さんと

ともに一層の人権尊重思想の啓発に努めます。

江府町の人権擁護委員は次の2名です。

氏　名　藤原　敏江さん（俣野）

〝　　藤堂　裕基さん（佐川）

毎月第2水曜日（予定）に人権相談所も開設しています。

相談は無料で、秘密は守られます。お気軽にご相談ください。

◎
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し祀盟
大雨が降って山やがけが崩れたり、水とまじり

あった土や石がわたしたちにおそいかかってくる

のが土砂災害です。土砂災害は、寮や田畑や
と　う　ろ　　　　　　　　　　　ひと　　いのち

道路をこわし、人の命までうはってし

まうおそろしい災害ですム

ど　しゃ 鼠鼠」してそんなに
お

土砂災害が起こるの？
それはね、3つの大きな理由があるんだ。

2つめの理由

日本では梅雨や台風などの執こ、笥壷にたく・L

さん雨が降る。
せかい　くにくに　へいきん　　ばLVさん　　　　　　あめ　　血

齢の革臥2毒草くらいの酎る
古め　　血

世甲の
ん廠よ。

⑧

呂等では

のように主碗膳が
しているんだよ。

＼－一′＼＼J　′＼）

Iつめの屠由
にぽん　や才　おお　　　　　　やま　　　　　　　くず

、√

日本は山が多く、その山ももろくて崩い

れやすい善や土でできているんだ。ノノ爪

いんだな層√

6賞は皇途端鮎軍緬でも

左邑・・・■与ん頭醇
⊥辞世崩れ問6／1●7‾

崩れているところが

いっぱいだ。

（＝〉
○　宰∴し空

U　阜音声■て■

1遠

慮藷‾
きつめの摩宙

日本には流れの急な川が多皇恥曲　とせ　いっせ　なが
大帝の時、一気に流れるから洪水

になりやすいんだよ。

‾－‾一三、

大山砂防連絡協議会　■由伍賢覆謳薮弓■【江府町建設環境課】tel：0859－75－3306
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㊥㊥曖㊥麿轡療爾
春
の
お
だ
や
か
な
季
節
を

迎
え
て
、
江
府
町
の
小
・
中

学
校
の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

小
学
校
・
中
学
校
の
両
方

と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
て
楽
し

い
修
学
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
の
修
学
旅
行
は
町

内
の
4
小
学
校
が
合
同
の
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
三
十
四
名
、
教
員
九

名
の
計
四
十
三
名
で
す
。

初
日
は
、
1
A
江
府
町
支

所
前
に
集
合
し
貸
切
バ
ス
に

乗
車
。
江
府
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
高
速
道
に
乗
り
、

一
路
広
島
方
面
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

広
島
市
で
は
、
平
和
学
習

の
時
間
が
設
け
ら
れ
被
爆
体

験
者
の
お
じ
い
さ
ん
か
ら
お

話
を
し
て
も
ら
い
、
平
和
の

大
切
さ
に
つ
い
て
の
学
習
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
原
爆

資
料
館
に
移
動
、
原
爆
に
関

す
る
た
く
さ
ん
の
資
料
を
見

な
が
ら
、
子
供
た
ち
は
戦
争

の
怖
さ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

に
感
じ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

フ
ェ
リ
ー
で
宮
島
へ
渡
り
、

宮
島
水
族
館
を
見
学
。
水
族

館
で
は
ラ
ッ
コ
や
ス
ナ
メ
リ
、

一一・一一・・・・て一一　　　～、

、一　　　、→

四
川
一

姐」⊥」之ゝ

平和の祈りを込めてみんなで折った千羽鶴を捧げました

被爆体験者のおじいさんのお話

原爆ドームの前で

：－＿二二‾　＿－＿＿＿＿＿＿二一・二二三≡＝’

‾　」・一一⊥一一－LJて′皇

丁す

宮島はちょうど干潮でした

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
東
京
方

面
。
今
年
か
ら
東
京
ま
で
は
飛
行

機
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

米
子
空
港
発
九
時
二
十
五
分
の

飛
行
機
で
出
発
。

東
京
で
の
第
一
日
は
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
で
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
い

一
目
を
過
ご
し
、
宿
舎
の
九
段
会

館
に
向
か
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
東
京
都
内
の
エ
キ

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
は
三
人

程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
あ
ら

か
じ
め
自
分
た
ち
で
計
画
し
た
行

動
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
東
京
都

内
を
学
習
し
て
回
り
ま
す
。

十
六
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

た
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相

談
し
合
い
、
目
的
地
を
探
し
な
が

ら
東
京
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。最

終
日
の
三
日
目
は
、
見
学
場

所
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
午

前
中
に
日
本
の
政
治
の
拠
点
で
あ

る
国
会
議
事
堂
を
訪
ね
ま
し
た
。

案
内
係
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
議
事
堂

内
を
見
学
し
ま
し
た
。

国
会
議
事
堂
の
後
は
、
東
京
タ

ワ
ー
・
東
京
ド
ー
ム
・
N
H
K
ス

タ
ジ
オ
パ
ー
ク
と
見
て
周
り
、
羽

田
空
港
十
七
時
五
十
分
の
飛
行
機

⑳

で
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

◎

国
会
議
事
堂

Soumu
四角形
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㊥㊨
カ
ワ
ウ
ソ
な
ど
、
珍
し
い
動

物
た
ち
を
見
物
し
ま
し
た
。

厳
島
神
社
に
着
い
た
時
に

は
ち
ょ
う
ど
干
潮
で
、
海
が

干
上
が
り
、
大
鳥
居
の
場
所

ま
で
海
の
中
を
歩
い
て
行
け

ま
し
た
。
鳥
居
の
前
で
は
み

ん
な
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま

し
た
。二

日
目
は
倉
敷
に
立
ち
寄

り
、
チ
ポ
リ
公
園
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
、
帰
途
に

着
き
ま
し
た
。

歩きつかれてひと休み（チポリ公園）

⑳ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
特
訓
中

（
N
H
K
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で

は
い
パ
チ
リ
！

⑨

ツi手jj

早
起
き
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
開
講
式

四
月
一
日
　
（
火
）
　
午
前
六
時
三

十
分
か
ら
早
起
き
テ
ニ
ス
の
開
講

式
が
行
わ
れ
、
今
年
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
ま
し
た
。

訳詞コ

剣
道
教
皇
開
講
式

四
月
十
五
日
　
（
火
）
　
午
後
六
時

か
ら
江
府
中
学
校
・
友
信
館
で
、

剣
道
教
室
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
五
月
十
六
日
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
と
金
曜
日
、
計
十
回
の
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
十
二
回
春
季

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
内
四
チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
杉
谷
混
成
チ
ー
ム

準
優
勝
　
貝
田
A
チ
ー
ム

三
　
位
　
貝
田
B
チ
ー
ム

第
十
回
春
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

三
十
九
名
の
参
加
に
よ
り
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
谷
口
都
子

準
優
勝
　
谷
口
孝
宗

三
　
位
　
角
田
春
江

町
民
運
動
会
の
日
程

（
五
月
七
日
現
在
）

○地色唱○

江
尾
地
区

九
月
二
十
八
日

米
沢
地
区

五
月
二
十
五
日

明
倫
地
区

五
月
二
十
五
日

俣
野
地
区

調
整
中

Soumu
四角形

Soumu
四角形



鯛綾馨商人馨∃銀
二′　　　　て

クートだ′　＝　　　　　　　　′

四
月
二
十
四
日
　
（
木
）
、
江
府

町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

明
徳
学
園
の
入
学
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
開
設
さ
れ
た

明
徳
学
園
は
、
今
年
三
十
周
年
を

迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

明
徳
学
園
で
は
　
「
わ
た
く
し
た

ち
は
ま
ず
健
康
を
守
り
ま
す
」
「
わ

た
く
し
た
ち
は
年
老
い
て
も
、
い

つ
ま
で
も
学
習
を
つ
づ
け
ま
す
」

「
わ
た
く
し
た
ち
は
長
か
っ
た
経

験
を
生
か
し
、
家
庭
や
社
会
に
役

立
つ
よ
う
っ
と
め
ま
す
」
　
の
三
項

目
を
学
園
憲
章
と
し
て
学
習
を
進

め
て
い
ま
す
。
文
字
ど
お
り
本
町

の
生
涯
学
習
実
践
団
体
と
し
て
多

く
の
方
々
が
学
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。今

年
度
は
、
新
た
に
十
三
人
の

方
が
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

明
徳
学
園
に
は
現
在
、
百
四
十

九
名
の
方
が
在
籍
さ
れ
、
年
間
十

三
回
の
開
講
日
に
、
教
養
講
座
・

専
門
講
座
、
県
外
視
察
研
修
な
ど

の
学
習
に
励
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

明
徳
学
園
理
事
長
で
あ
る
福
田

町
長
は
式
辞
の
中
で
、
県
下
に
先

駆
け
て
設
立
し
た
明
徳
学
園
の
歴

史
に
触
れ
、
設
立
準
備
の
た
め
兵

庫
県
の
　
「
い
な
み
野
学
園
」
　
な
ど

に
視
察
に
出
向
い
た
こ
と
や
、
設

立
後
に
取
り
組
み
が
全
国
に
紹
介

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
視
察
を
受

け
た
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
　
「
少
子
化
の
進
む
今
日
、

子
供
た
ち
は
体
験
的
生
活
の
機
会

が
不
足
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
豊

富
な
体
験
を
子
供
た
ち
に
体
験
活

動
を
通
し
て
教
え
て
ほ
し
い
」
　
と

要
望
さ
れ
、
学
園
生
へ
の
激
励
と

さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
江
府
町
議
会

議
長
・
川
端
雄
勇
氏
か
ら
は
、
お

祝
い
の
言
葉
に
合
わ
せ
て
　
「
地
域

活
性
化
の
た
め
積
極
的
に
社
会
活

動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
　
と
の
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

入
学
者
代
表
誓
い
の
言
葉
で
は
、

学
園
生
を
代
表
し
て
明
徳
学
園
学

生
自
治
会
長
の
仲
嶋
勝
利
さ
ん
が
、

「
明
徳
学
園
憲
章
の
三
項
目
を
実

践
す
る
た
め
学
園
生
一
同
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
　
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

◎
自治会で今年の事業の話し合い

明徳学園貴幸の唱和

入
学
式
が
終
了
し
た
後
、
明
徳

学
園
自
治
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

前
年
度
の
事
業
報
告
等
が
行
わ
れ

た
後
、
本
年
度
の
自
治
会
活
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
熱
心
な
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
春
の
視
察
研
修
は
、
松

江
方
面
に
決
ま
り
ま
し
た
。

又
、
今
年
度
は
一
泊
の
研
修
に

も
取
り
組
も
う
と
い
う
提
案
が
な

さ
れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

明
徳
学
園
の
入
学
資
格
は
六
五

歳
か
ら
で
す
。
年
度
の
途
中
か
ら

で
も
入
学
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
江
府
町
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

轟

明
徳
学
園
歌
の
斉
唱

Soumu
四角形
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めりニt

⑳

星
々
の
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
由
佳

戦
前
生
ま
れ
の
厳
格
な
父
、
家
政
婦
か
ら
後
妻
に

入
っ
た
母
。
先
妻
の
子
も
後
妻
の
連
れ
子
も
、
兄
妹

は
分
け
隔
て
な
く
育
て
ら
れ
た
。
そ
ん
な
一
家
に
突

然
、
残
酷
な
破
綻
が
訪
れ
て
…
。
愛
と
は
、
家
族
と

は
な
に
か
。
家
族
だ
か
ら
さ
び
し
い
。
他
人
だ
か
ら

せ
つ
な
い
。
こ
こ
ろ
ふ
る
え
る
感
動
の
物
語
。

⑳

ブ
レ
イ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
（
上
）
（
下
）
宮
部
み
ゆ
き

東
京
下
町
の
大
き
な
団
地
に
住
む
小
学
校
5
年
生

の
亘
は
、
両
親
の
離
婚
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
そ

の
現
実
を
覆
す
た
め
、
幽
霊
が
出
る
と
噂
さ
れ
る
建

設
中
の
ビ
ル
の
扉
か
ら
、
剣
と
魔
法
と
物
語
の
神
が

君
臨
す
る
広
大
な
異
世
界
へ
と
旅
立
っ
た
。
立
ち
ふ

さ
が
る
困
難
を
乗
り
越
え
辿
り
着
い
た
　
「
運
命
の

塔
」
。
少
年
の
願
い
は
か
な
え
ら
れ
る
の
か
。

キ
ン
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
場
　
瞬
一

大
学
陸
上
部
で
同
級
生
だ
っ
た
三
人
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表
・
最
後
の
一
枠
の
選
考

レ
ー
ス
に
出
場
す
る
。
三
十
歳
の
彼
ら
に
と
っ
て
、

こ
れ
は
五
輪
へ
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
栄
光

に
挑
む
男
た
ち
を
巡
る
葛
藤
・
執
念
・
陰
謀
を
描
く
、

マ
ラ
ソ
ン
小
説
。

宮
部
み
ゆ
き

プ
星
亨
・

（
ス
ト
ー
リ

人
間
の
条
件
（
上
）
　
（
下
）
　
　
　
森
村
　
誠
一

新
興
宗
教
　
「
人
間
の
家
」
　
を
追
い
始
め
た
棟
居
の

元
に
嵐
い
た
驚
樗
す
べ
き
情
報
、
そ
れ
は
O
L
殺
人

事
件
の
容
疑
者
が
　
「
人
間
の
家
」
　
に
関
係
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
棟
居
の
妻
子
を
殺
害
し
た
犯
人
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
長
年
追

い
続
け
た
妻
子
殺
害
事
件
の
究
明
に
闘
志
を
燃
や
す

棟
居
だ
が
　
「
信
教
の
自
由
」
　
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ

か
る
。
巨
大
犯
罪
教
団
と
全
警
察
の
威
信
を
か
け
た

壮
絶
な
闘
い
が
始
ま
る
。

今
夜
誰
の
と
な
り
で
眠
る

唯
川
　
　
恵

奔
放
な
生
き
方
で
多
く
の
女
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き

た
男
の
死
。
そ
の
衝
撃
は
彼
の
周
り
に
生
き
る
女
性

た
ち
に
静
か
な
波
紋
を
投
げ
か
け
る
…
。
失
っ
た
恋
、

求
め
る
愛
。
立
ち
止
ま
り
、
振
り
返
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
愛
の
か
た
ち
。

松
山
・
道
後
十
七
文
字
の
殺
人
　
西
村
京
太
郎

正
岡
子
規
、
山
頭
火
ら
の
俳
人
で
有
名
な
松
山
で

開
催
さ
れ
た
俳
句
祭
り
で
、
警
視
庁
の
亀
井
刑
事
が

投
稿
し
た
句
が
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
。
賞
を
受
け
取

る
た
め
、
久
し
ぶ
り
の
休
暇
を
取
り
、
夫
婦
で
松
山

を
訪
れ
た
亀
井
刑
事
。
だ
が
、
そ
こ
で
亀
井
が
見
せ

ら
れ
た
の
は
、
一
万
二
千
あ
ま
り
の
句
の
中
か
ら
見

つ
か
っ
た
　
「
血
の
匂
い
」
　
「
怨
念
」
　
「
二
人
が
死

ぬ
」
　
と
い
っ
た
、
不
気
味
な
言
葉
が
詠
み
込
ま
れ
た

三
句
だ
っ
た
。

今夜　並のとなりで取ら
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明道児童館　75－2624　　　総合健康福祉センター

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム　75－3377

エパーランド奥大山　77－2828

福祉保健課　75－6111

江尾診療所　75－2055

歯科口腔外科予約専用

77－2345

…・lNFORMATH〕N・”…lNFORMATl0N……lNF：ORMATl0N……lNF：ORMAT10N・…‥lNFORMATl0N……lNFORMATl0N……lNFORMAT10N…・・・lNFORMATl0N

5月19日～25日l楯の行政相談週間
～行政相談委員は身近な相談相手です～

○行政相談所開設日時

毎月第2水曜日（予定）　9時～12時

相談電話番号　　　75－3110

0場　　所　　役場

○相談員　　藤原敏江さん

¢このような場合ご相談ください。

国の仕事などについて

・苦情がある、困っていることがある

・こうしてほしい

・苦情を申し出たが、説明や措置などに納得がいかない

・困っていることなど、どこに相談してよいかわからない

・手続き・サービスなどの制度や仕組みがわからない。

また、行政に対する苦情・意見・要望などは、こ

のほか鳥取行政評価事務所で毎日受け付けていま

す。お気軽にご相談ください。

TEL O857－26－1100

FAX　0857－24－5942

－建設環境課からのお知らせ－

㊨受水槽・高架水槽設置者の皆様へ
平成13年7月に水道法が改正され、貯水槽水

道（受水槽や高架水槽などの設備）に関して町長

および貯水槽水道の設置者の責任が明確化されて

おり、江府町においても平成15年4月から適用

となりました。

今までは、10Ⅰポ以上の受水槽のみが法律適用

の対象でしたが、水道法の改正により、すべての

貯水槽について受水槽を含めこれから先の水の管

理（貯水槽の清掃、水質検査など）は、設置者の

責任となりました。

安全で安心な水の確保のためにも、貯水槽（受

水槽・高架水槽）設置の方は、貯水槽がどうなっ

ているか点検し十分な管理をしていただくことを
お願いします。

詳しくは、

建設環境課水道係（75－3306）までお聞合せく

ださい。

犬の登録・狂犬病の予防注射をします
○日時および場所

6月4日　13時10分～13時15分
大河原農事集会所（下大河原）
13時25分～13時40分
総合健康福祉センター

○対　象　登録　生後91日以上の飼犬のうち、
未登録の犬（登録は生涯1回です）

注射　生後91日以上のすべての飼犬
○手数料　新規登録の犬　5，950円

登録済の犬　　2，950円
※動物病院などで接種された場合。
鑑札および注射済証の交付は、役場福祉保健課

で行ないますので、獣医の発行する狂犬病予防注
射済証明書をもって、申請手続きをしてください。
なお、注射済票交付手数料として550円必要です。
（手続きを行なわない場合は、未登録、未注射の

扱いとなります）
・飼犬を、未登録または狂犬病予防注射をしない
で飼育するなどの違反は、20万円以下の罰金と
なります。

＝父の日企画＝

ピールラベルをつくって
プレゼントしよう

○内　　容　地ビール瓶2本のオリジナルラベルをつくる

（顔写真入りと絵やメッセージ）

○日　　時　6月15日　10時30分～12時

（お渡しは午後になります）

○場　　所　エバーランド奥大山

○材料費1，000円（税別）

○募集人数　先着15名

2等陸・空・海士を募集しています
・年　　齢　18歳以上27歳未満の男子

・受付場所　6月上旬ごろまで

・試験日　6月中旬（筆記試験・口述試験・身

体検査など）

・試験場所　米子駐屯地予定

・入　　隊　7・8・10月下旬の3回に区分

詳しくは自衛隊鳥取地方連絡部米子募集事務所

0859－33－2440

◎
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役場への電話は… 政　策　室

町　民　課

■市外電話0859■　　出納室
ファックス　75－2389　　　　産業振興課

総　務　課　75－2211　　　　農林土木課

同和対策室　75－2211　　　　建設環境課

75－2211

75－3223

75－2211

75－3222

75－3305

75－3306

議会事務局

農業委員会

教育委員会

公　民　館

総合体育館

図　書　館

75－3307

75－2211

75－2223

75－3211

75－3229

77－2000

lNFORMATl0N…・・・lNFORMAT10N・・…・lNFDRMATlON……LNFORMATl0N…”・lNFORMAT10N・・・・”lNF：ORMATl0N…‥・lNFORMATlDN…・”lNFORMATH〕N・

⑳

5月はさわやか
行政サービス推進月間

政府では、「さわやか行政サービス運動」を実

施しています。

この運動は、国の行政機関、特殊法人のはか、

地方公共団体にも協力を求めて、窓口や公共施設

（郵便局、道路など）における行政サービスにつ

いて、住民の皆さんの声を聞きながら点検し、改

善を進めるものです。

政府は、この運動を積極的に推進するため、毎

年5月を「さわやか行政サービス推進月間」とし

ています。月間中、行政サービスの総点検や皆様

からの意見・要望の受付など様々な活動を行ない

ます。

意見・要望は

鳥取行政評価事務所　0857－24－5541まで

6月1日～10日は
電波利用保護旬間

現在、警察無線、消防・救急無線、防災行政無

線など国民の生命、財産を守るために大切な役割

を果たしている無線通信や、テレビ・ラジオなど

に種々の混信・妨害が発生しています。これらの

原因の多くは、不法無線局から発射される電波に

よるものです。わたしたちの暮らしを守るために

不法無線局をなくしましょう。

混信・妨害などがありましたら、中国総合通信

局へ相談ください。

○無線通信への混信・妨害　082－222－3332

0受信障害（テレビ・ラジオ）082－222－3383

お詫び
町報4月号で、「次にあげる年金などの受給権者

の方は、4月から現況届を提出する必要がなくなり

ます。」との記事は「次にあげる年金などの受給権者
の方は、4月から町長の証明を受ける必要がなくな

ります。」が正しいです。訂正してお詫びします。

送られてくるはがきに、住所・氏名を記入の上返
送してください。

出　前　説　明　会
～県政をもっと身近に～

県が重点的に取組んでいる事業や課題などについて、

県の職員が皆さんの開催する集会などに伺いしてわかり

やすく説明するとともに、皆さんと意見交換をする出前

説明会を行なっています。

職場や地域などのグループでお気軽に申込みください。

○対象集会　参加人数がおおむね20名以上の集会で、

地域住民、企業、民間団体などが開催するもの。（宗

教団体、政治団体は除く）

○実施日時　原則として、申し込まれる団体などの希望

に合わせます。（土日祝日、時間外を問いません）

1回の実施時間は、質疑、意見交換を含め2時間程度

です。

○実施期限　実施日の2週間前まで。

○申込方法　申込書に必要事項を記入の上、総務部県民

室に郵送してください。

電話・ファクシミリ・Eメールでも受け付けています。

また、インターネットからでも申し込み出来ます。

Eメールアドレス　kenminshitsu＠pref．tottorijp

インターネットURL http：／／www．pref．tottori．jp／

○申込み先

〒680－8570　県庁総務部県民室　企画担当

TEL O857－26－7752

FAX　0857－26－8112

古電話帳回収への

ご協力をお願いします
NTT西日本では、5月中旬から順次新しい電話帳を

お届けします。その際、現在お使いになっている電話帳

につきましては、新しい電話帳と取り替えさせていただ

きますので、配達員へお渡しください。

なお、配達当日にご不在の方につきましては、別途回

収に伺いさせていただきますので

タウンページセンター（0120－506－309）まで電話で

ご用命ください。

ご協力よろしくお願いいたします。

⑳
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¢

国事国れ冒れ
都合により、日程が変更される場合があります。

日　 曜日 行　　 事　　 名 場　 所 時　 間

1 日

2 月

3 火

4 水
巡回 図書 1 区

狂犬病 予防注射 （補足） 大河原農事集会所
総合健康福祉センター

13：10、13：15
13：25～13：40

5 木 職域 ソフ トテニ ス大会 町テニスコート

6 金 職域 ソフ トテニ ス大会 町テニスコート

7 土

8 日

9 月

1 0 火

1 1 水 巡回 図書 2 区

1 2 木

1 3 金

1 4 土

1 5 日

一
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で

は
、
た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

二
　
強
風
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
・
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

三
　
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き

は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

四
　
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す

こ
と
。

五
　
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨
て

な
い
こ
と
。

六
　
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

七
　
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る

こ
と
。

5月

日　 曜日 行　　 事　　 名 場　 所 時　 間

12 月

13 火

14 水
巡回図書 2 区

1歳6 ケ月児健康診査 給鵬福祉センター13：00～17：00

15 木 広域隣保活動（生花教室） 本五集会所 19：30～21：30

16 金

17 土

広域隣保活動（習字教室） 本五集会所 13：30～15：30

広域隣保活動（膝細工教室）本五集会所 19：30～21：30

職域野球大会（25日まで）総合グランド18：30～

18 日

19 月 成分献血 総合健康観センター10：00－17：00

2 0 火

2 1 水
巡回図書3区

ツベルクリン反応検査（乳幼児） 籠合健康融とセンター14：00～16：00

2 2 木

2 3 金
食用改善鵬員チルンジクッキング鮒会総合健康馳センター9：00～13：00

B C G 接種（乳幼児） 総合健康馳センター14：00～16：00

2 4 土

2 5 日

2 6 月

2 7 火 食生活改善推進養成講座 総合健康福祉センター9：00～15：00

2 8 水

2 9 木

3 0 金

3 1 土
釜 こしき渓谷ツアー 俣野川渓谷 8：30～

実年ソフトボール大会（3日まで） 総合グランド

●広域隣保活動の教室参カロ希望者は本五集会所（℡75－2624）へ連絡してください。

求 人 事 業 所 二岩 所　 在　 地 職　　　　　　 種 年 齢 賃　　　　 金 就 業 8寺間

社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久 達 7 理学療法士 不 問 2 1 1 ，6 0 0 ～ 2 3 4 ，0 0 0 8 ：3 0 ′〉 17 ：3 0

社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久 遠 7 生活相談員 不 問 14 0 ，4 0 0 ～ 1 6 2 ，0 0 0 8 3 0 ′〉 17 3 0

社会福祉法人寿耕会（チ0 ルの里） 久 連 7 調理員 不 問 10 0 ．8 0 0

6

8

●

0 0 ～ 15

0 0 ′） 17
3 ∩（ノ1R

0 0

0 0

●
社会福祉法人寿耕会（チロルの里） 久 達 7 介護支援専門員 不 問 1 7 5 ，7 6 0 ′｝ 1 8 6 ，9 6 0 8 3 0 ′－） 17 3 0

イ木 暇 木寸 大 山 鏡 17 成 御 机7 0 9 －1 調理係 1 8 ′－）2 6 1 4 8 ，5 0 0 へノ1 6 4 ，10 0 6
10

3 0 －－ノ1 8
0 0 ′・〉2 1

3 0
0 0

夕 、イ セ 二ノ 縫 製 （株 ） 武 庫5 0 0 －1 縫製 オペ レータ ー及び下手間 1 8 ′、′5 0 1 0 7 ，3 6 0 ～ 1 3 2 ．0 0 0 8 ．15 ～ 17 1 5

（有 ）江 府 技 研 コン サ ル タ ン ト 武 庫 1 19 8 －1 上下水道設計 3 0 ′、′5 5 2 8 0 ，0 0 0 ′〉3 9 5 ．0 0 0 8 ：3 0 ′〉 17 ：3 0

（有 ）オ ー ア イ　 ジ エ　 ー 江 尾 1 92 3 －2 重機 オペ レータ ー 1 8 ノー）3 0 1 2 0 ，0 0 0 ～ 1 5 0 ．0 0 0 8 ：0 0 ′－－17 ：0 0
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4月届
（敬省略）

◎お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）（性別）（保護者）

武庫第2　西村　優子　女　　和宏

新　道　藤川　理子　女　　和勲

◎ご結婚を祝します

加藤　澄夫

清水由紀子

助澤

淀江町から

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

佐　川　加藤　　寛　89歳　由紀子

新　道　佐々木博子　78歳　鷲見郁恵

大河原　千藤　智恵　94歳　　博司

御　机　川上　　剛　72歳　　渚子

ぬ交通事故A
交通事故発生状況【町内】

人身事故　　2件（6）

死　　者　　0人（0）

負傷者　　2人（8）

物損事故　　9件（42）

飲酒運転検挙音数【町内者】
0人（1）

4月中のまとめ（）内は平成15年間累計

交通死亡事故ゼロ継続日数

674日　（5月1日現在）

も火　災も
火災ゼロ継続日数

321日　（5月1日現在）

「日野総合事務所へのご意見ご提紛こついて」

日野総合事務所では日野郡住民の皆さん
方の声を施策に反映させてい＜ため、皆さ

んが地域や職場、家庭で気づかれた県の行
政についての意見・提言・アイデア・要望・苦
情などを募集しています。

皆さんから寄せられた声は、日野絵合事
務所から本庁へ伝えますので、是非ご意見
をあ聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ　0859－72－2072

メールアドレス　h血†1ir卸側p
日野捻合事務所県民局県民課

電話：0859－72－2083

⑳

重症急性呼吸器症候群（SARS）

相談窓口のお知らせ

世界各国で重症急性呼吸器症候群（SARS）に感染した

患者（及び可能性のある方）が報告されています。重症急性

呼吸器症候群（SARS）の発生が報告されている地域（中

国、香港、広東省など）から帰国されて10日以内の方で、38

度以上の急な発熱と、咳、息苦しさなどの症状が出た方は、

受診される前にまず、電話で保健所または最寄りの医療機関

にご相談下さい。二次感染にも注意が必要です。SARSが

疑われる場合は、専門医療機関を紹介いたします。

※10日間過ぎて、症状がない時は心配いりません。

［日野保健所相談窓口】　0859－72－2036

相談時間：平日（月～金曜日）午前8時30分から午後5時

※夜間■休日（緊急時）には、0859－72－0321で相談連

絡先を紹介します。

SARS（疑い）で入院が必要な場合は、鳥取県内では下記

の医療機関で治療を受けることが出来ます。

・済生会境港病院　・県立厚生病院　・県立中央病院

笥嘲喝型堅哲塾
納付期限

4月分
平成15年6月2 で　－，

毎年誕生日の月初めに社会保

険業務センターから現況届の用

社会保険事務所から透き感紙聖竺攣攣竺されます。
必要事項を記入の上、誕生月の

二二‾一一1二嘉末日までに投函してください。

もし紛失された場合には、役場

いる納付書を添えて金融機関でも

払お支払いください。了．嘉

なお、口座振替の方臥J記　に用紙がありますのでご連絡く

緬緬緬担零す。　頑か　ださい。
一丁三一一▼二TL－1・一・一・一」一一一」由■■▲l■

役場町民課（℡75－3223）

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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食談訪杏育め

●…智明撃墜鱒跳
キャベツのピリ辛みそいため
やわらかな春キャベツを少し歯ごたえが残る程度に炒め

るとよいでしょう。味噌味のおいしい1品です。

世帯数1，185世帯（＋2）　人口3，992人（＋2）

◆材料（6人分）　◆作り方

■書手や、ツ 1／2個（約400g）

警芳墨薄切り2三善邑
赤唐辛子　1郵
サラダ油　　大さじ1冥

酒　　　　　大さじ1

合わせ調味料

赤味噌　　大さじ3

秒塘　　　大さじ1

洒　　　　大さじ1

ごま油　　小さじ1

1人あたりの巣毒成分

∃…書芸モ三g
197Kcat

塩分1．2g

、

脂質14．3g　せんい　2．1g

江府町食生活改善推進協議会（新一）

男1．892人（－5）　女2，100人（＋7）

①キャベツの芯の固い部分
は取り除き、大きく半分
に切り、4cm四万くらいの

大きさにちぎる。
②豚肉は幅3cmlこ切る。ねぎ

は厚さ6～7m祀D斜め切りlこ、
にんにくは薄切りにする。

赤唐辛子はへたを取り種
を除き縦2つに切る。

③ボールに合わせ調味料の

材料を合わせてあく。
④鍋を強火で熟し、サラダ

油を入れ弱火にしてにん

にくを炒める。香りか出　■

てきたら強火にして豚肉　j

と赤唐辛子を入れ肉の色　…

ガ変わったらねぎとキ中　毒

へツを加えさらに炒める。■

⑤全体に油か回った5、酒

をふり入れひと混ぜし合
わせ調味料を鍋肌から入
れて炒め、全体にからま

ったら器に盛る。

（）は前月比　4月末
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